
フォノン ･サイドバ ン ドの理論

を調べると,ここの近似解によるスペクllJt,の能率は ,2- P- 3については,

厳密托 (9十に一致することがわかるので,最終的に求めるべ きスぺク トJVも,

こ.乙で求めた近似的をスペク いレとあまり著 しい養いは 覆いように思われる ｡

また,ここの近似の範囲内で有限温度のスペク ト肘を求めるこItや,発揮 ス

ペク Tルを求めることはi (7),(8)の解を使えば ,膝めて琴易に実行で きるo
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磁場によって誘起されるポ-テロソ効果 (I)

九大教養 中 山 正 敏

住 斎

磁場車の有瞳性結晶中の 0フォノンランダ ウ準位 (または付随 した励起子,
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不純物状態), la>, lb> のエネ)Vギーが Eb～Ea+愚Q'｡の暗には･

ltT,> は 1フォノン状静 Ia,q> と共鳴的に相互作用し,大 きく乱される

(竃は,フォノンの波数)｡ Ia> が 自 由電 子 ,自由励起子の場合には,

ta,言 > はフォノン放出の反跳運動エネルギーのため下限 E｡+怒a･.を持

つ連続糧と在る｡強磁妙藤阪では,反跳運動 エネ71/ギーは磁場方向の運動土ネ

)Vギーであるか ら･連続帯の状鮭暫離 ,下端で J /2乗で発散するo la>

が東経励起子,不純物状静の歯合には,反跳連動は孜 く,異をる言の状静が

Ea+怒α｡に鹿追しているo この両者の場合には･ 圧> と Ia･E> の穐
互作用の鮭巣 ,図 1に示すように新しい状態 事P+-> が現われるo

IP~> は,巾を持たを V'状鮭で,

図 1

Hを強 くして行っても Ea+伽 O

で頭打ちとなるO これを'cla皿pirlg

という｡ Ia,石>が連続帯の場合
には, tP+>は有限の寿命を持つ

準定常状静である. Ia>が離散的

構造を持つ場合には,各準位+1フ

ォノン状態に順次に clampする図

2のよう夜エネルギー準位が期待さ

れる｡強磁場極限以外の自由励起子

の場合には反跳連続帯の状静密度が

下端で発散し複V,ので,準位図も図

1のように単純では孜く覆る (住氏

の報告参騎) 0

lal,i> これ迄の研究は,主として N形

図 2
AT48

InSbにおvlて.lb>を終状態と

する光磁気現象として触軌された｡

i;j下にその要点を列記するflNT>,

INl> は,量子数 Nの †,1スピン

ランダウ準位)



磁場に よって誘起 されるポーラロ-/異常

(1)帯間光磁気吸収 日a>は lo†> 励起子 o lb>は Il†> 励起

千)｡図2の塾の微細構造が Ebの右側に観漸されたが･左側にあるべ き

津2> の尾が観測されてい覆い ｡ (〔り )

(2)サイクロ ト甲ン共鳴 日a>は JO†> ,lt;>ぼ Il†>) . 図 1の

塾の準位が検証された O低磁場の ト√ > 密直線状に外挿した値 よりも lP+>

の高磁場漸近線が上にあるOこのこと膚 ,a,C,> W･Oでポーラロンが フォ ノンの

衣を脱 ぐ琴巣である (〔2〕)｡ l〆 > の巾は, la言 >に近付 くにつれて
急激に増大することが顧測され,準定常状醇の寿命の効果 として説明された

(lS],[4]) O

(5)混合共鳴 (la>は I机 > ,圧>･は 111>)

]

二
1/

JrT字

この場合は,遷移を起す光の波長が fies･ustrahleか帯か ら外れている,とい

う利点があるO最初,Dickey等ば,図2塾の準位を観測し,これをLO フォ

ノンの他にTOフォノンとの枯互作用がある rla>は 1寝類)と解釈 した

(〔5〕) O しか し,その後の研究の鮭果,この説は否定され,不純鰍 束縛準

位の Ial>･ la2>栴達によるものとされてV､るO をお･温度を上げて,巨
由状態の混合共鳴を観軌すると,不純物準位 との相互作用の構造は消えて ∈由

IOJ> 準位との相互作用による図 1型の準位が観熟される (〔6〕).

(4) 強磁場不純物光吸収 ､付a>は 圧†>,圧>qj1.日 > に付随 した

不純物状態) la>として,基底状態 (D,0,0)及び励起状態 (0,1,0),

(0,2,01,(0,0,日 の各状態を取った 1フォノン状静 に, 圧 > ((0,

1,0リ が糎次に Clampされる様子が観測されたola> として巨由状態

IO†> を取った もの-の clamp も観動されているとも見えるが,その位置

は (0, 0･ D)+ も too+ ro,0,0)の束縛エネJVギーよりば ,′約 1meV 高い

(〔7〕)｡

InSbは縫合定数 aが小さvl(0.02)物勢であるが,最近はaの大き夜物

賢で も cdTe(a～ O･5)のサイクロトロン共鳴 (〔8〕),AgBr(α- 1･

6)の局在中心ゼーマン効果 (〔9〕),♂ .)ウム ･ハライト(a～ 2.5,2･

7)の常闇光磁気吸収 (〔10〕)におV,て,ポーラロン効果が観刺されてV'る o
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分 子 結 晶 の 励 起 子

名古屋大学理学部 田 中 二 郎

励起子の概念は,今日広 く色んな間藤に適用されるように在った｡しかし励

起子の存在をもっともはっきり示したのは,分子結晶のスペクトJvにみ られる

cavydov分裂であろうo Davyd.ov分裂が有塩物の結晶で,どのような形で
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